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場所を選ぶ読書の楽しみ方

読書は「コンテンツ」選びが大事。

でも、私たちはこう思います。

「場所選び」も大事。



➤場所を変えて読書って本当に意味あるの？

➤どうしてVRで読書するの？

➤VRで本は読みにくいんじゃない？
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・主人公の気持ちがポジティブな物語は、

昼間の環境で、より

「明るく」「楽しく」「わくわくする」

VRでは、

・瞬時に場所を変えられる（e.g イギリス）

・時間を超えられる（e.g 江戸時代）

・天候を変えられる（e.g 雨）

物語に応じて最適な空間で読書ができる

本のようなコントローラで電子書籍を開発

VR空間で紙の本を読むような感覚を再現

・ネガティブな物語は、夜中の環境で、より

「寂しく」「悲しく」「かわいそう」

同じ物語でも環境によって印象が異なる

⇒キャラクターのイメージまで異なる
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